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主題：骨盤骨折

会長 市立札幌病院 佐久間 隆

常々，骨折治療で最も難しい部位は骨盤であると思っていたので会長に指名さ

れた時，迷わず骨盤骨折を主題とした．２０年以上前，骨盤骨折に関してはMal-

gaigne骨折の言葉しか知らなかったし，骨盤骨折の搬入時にはキャンバス牽引，

出血性ショックの可能性があるからまず輸血を用意，その後，少し進歩した治療

が創外固定であった．当時は Judetや Letournelを始めとしたフランス学派が

積極的に骨盤環を解剖学的整復をしていて，国内では弓削大四郎先生がそれを紹

介してはいたが，一般整形外科医にとって骨盤は“No man’s land”であった印

象がある．しかし，社会環境の変化につれ，High energy injuryによる重症の骨

盤骨折の件数が増え，さらに，救急医学の進歩と普及により骨盤骨折が救命され，

整形外科医が治療する機会が増えたと思う．同時に骨盤用の種々の骨折治療器械

の開発が進み，治療も積極的になった．

外傷，骨折治療に携わる整形外科医は骨盤骨折の適切な治療ができることが望

ましいと考え，ここ数年，外傷整形外科，骨盤骨折のセミナーでは定番の講師で

ある新藤正輝先生に来ていただいた．予め『roughな知識を整理し，地方病院で

も骨盤骨折の適切な診断と初期治療ができるための基礎的な講義を』とお願いし

ていた．単純 X線像，CTの読み方，分類，初期治療，種々の観血的骨接合術な

どについてわかりやすく解説して下さった．主題には５題の発表があった．苦労

した症例の提示や，最近，積極的に行われるようになった解剖学的整復術の発表

がなされた．実際に寛骨臼や仙腸関節脱臼骨折の手術経験を持つ参加者が熱心に

ディスカッションしていたが，皆，本骨折の治療では苦労をしていることがうか

がわれた．周囲が聞いていて理解しにくい面もあったかと思う．しかし，骨盤骨

折を積極的に手術する整形外科医が道内でも徐々に育ってきたことが確認でき

た．これを機会に，道内の外傷整形外科のレベルが一層向上することを期待する．
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